
一
般
社
団
法
人
富
山
県
臨
床
工
学
技
士
会
設
立
の
お
知
ら
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謹
啓 
陽
春
の
候
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す 

平
素
よ
り 

当
会
の

活
動
に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り 

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
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さ
て 

富
山
県
臨
床
工
学
技
士
会
は 

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
日
に
一
般
社
団
法
人
の
登

記
を
行
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同
日
開
催
の
平
成
二
十
一
年
度
一
般
社
団
法
人
富
山
県
臨
床
工
学
技
士
会
総
会

に
て
一
般
社
団
法
人
を
設
立
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四
月
十
八
日
の
平
成
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十
二
年
度
両
総
会
に
お
い
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一

般
社
団
法
人
富
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臨
床
工
学
技
士
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行
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と
を
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上
げ
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つ
き
ま
し
て
は
こ
れ
迄
の
活
動
に
増
し
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平
成
二
十
四
年
度
日
本
臨
床
工
学
技
士
会
総

会･

第
二
十
二
回
日
本
臨
床
工
学
会
の
富
山
県
で
の
開
催
に
向
け 

ま
た
法
人
と
し
て
会
員
な

ら
び
に
県
民
の
皆
様
に
有
益
な
活
動
を
強
化
し
て
い
く
所
存
で
お
り
ま
す
の
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今
後
と
も

一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う 
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 

ま
ず
は
略
儀
な
が
ら
書
中
を
も
ち
ま
し
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す 
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沢
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院 

以
上 


